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キチンプラスチックの強度 

 

林 葉音 

要旨 

本研究は生分解性バイオプラスチックの一種であるキチンプラスチックの強度を高めることを目的とし

たものである。CH3COOH の量を 5 mL、10 mL、20 mL と変化させて、それぞれ折り曲げ始めてから崩壊

するまでの折れ曲がった角度を計測したところ、CH3COOH の濃度が高い方が強度も高まることがわかっ

た。 
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Ｉ. はじめに 

 

現在使われているプラスチックの大部分は石油

を原料としている。Ever Green（2024）によるとそ

のことによってプラスチックを燃焼する際に温室

効果ガスが発生し地球温暖化の原因の一つとなっ

ている上に、プラスチックの製造が石油資源の枯

渇につながる、海への流出により海洋汚染が発生

するという問題がある。そこで石油を使用せずか

つ自然界において分解されるプラスチックの製造

を試みた。 

Audrey Kavchak(2020)によるとキチンを原料と

し生分解性のバイオプラスチックを製造すること

ができる。バイオプラスチックとは、植物などの再

生可能な有機資源を原料とするバイオマスプラス

チックと、微生物等の働きで最終的に二酸化炭素

と水にまでに分解される生分解性プラスチックの

総称である。しかしながらロカポ（2024）によると 

生分解性プラスチックはいずれ自然界で分解され

るという性質から強度が弱く耐久性が低いため従

来のプラスチックのような使用が困難という問題

点がある。また、強度を補うために従来の石油プラ

スチックと混合して作られているものもあり、そ

れらは生分解性プラスチックの部分のみ分解され

石油プラスチックの部分は分解されない。そこで

100％生分解性プラスチックを実用可能な強度に

するために、キチンを用いた生分解性バイオプラ

スチックの強度を高める研究を行うこととした。 

 

 

II. 手法 

 

CH3COOH の濃度が与える強度への影響を調べる 

1． A〜C の各材料を測りとりビーカーに入れて、

ガラス棒で静かによく混ぜた（表 1）。キチン

(キチンキトサン粉末サプリ国産無添加

100%ピュア、自然健康社)、CH3COOH(穀物

酢、mizkan)を使用した。 

 

表 1 各カップの材料の量 

 キチン CH3COOH H2O 

A  1.0g 20ml 20ml 

B 1.0g 10ml 20ml 

C 1.0g 5ml 20ml 

 

2． 濃度が 10 %になるように、A:4.1 g、B:3.1 g、

C:2.6 g のグリセリン(国産化学株式会社)を

それぞれのビーカーに入れて、気泡が入らな

いようにゆっくりとよく混ぜた。 

3． カップ(シリコンおかずカップスクエアベジ

タブルカラー、DAISO)を 12 個用意し、3 種

類それぞれ 4 つのカップに 10 g ずつ入れた。 

4． 50 ℃で 16 時間乾燥させた。 

5． 完成したプラスチックを折り曲げ、崩壊する

までの角度を計測する(図 1)ことによって A

〜C のプラスチックの強度を測定した。 
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図 1 角度の測定方法 

 

III. 結果 

  

CH3COOH の濃度を変化させた際のプラスチック

が崩壊するまでの角度は以下の通りである。 

 

表 2 加えた CH3COOH の量 

 5mL 10mL 20mL 

1 39° 18° 57° 

2 28 57 68 

3 42 52 67 

4 32 48 59 

5 42 80 72 

6 38 46 76 

7 31 59 62 

8 39 48 77 

9 49 58 63 

10 54 63 62 

11 41 55 67 

12 52 53 69 

平均 40.727 56.273 67.455 

中央値 40.0 54.0 67.0 

 

IV. 考察 

 

結果からわかるようにプラスチックが崩壊する

までの角度の平均は CH3COOH が 5 mL のとき

40.727 °、10 mL のとき 56.273 °、20 mL のと

き 67.455 °であった。また、角度の中央値は

CH3COOH が 5 mL のとき 40.0 °、10 mL のとき

54.0 °、 20 mL のとき 67.0 °であった。

CH3COOH の濃度が高まるとプラスチックのしな

やかさが増し(図 2)、また下のグラフ(図 2)から 

CH3COOH の濃度が高くなると横方向の力に対し

て強くなることが分かる。 

 

図 2 プラスチックのしなり 

 

 

図 2 CH3COOH の濃度とプラスチック強度の関係 

 

しかし、CH3COOH の濃度が高まるとプラスチッ

クが柔らかくなり、崩れてしまうことがあった。

CH3COOH の濃度が低いと硬くなり、崩れること
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はなかった(図 3)。また、縦方向へ引っ張りプラ

スチックが切れるまでに必要な力の大きさ(図 4)

は大きい順に 5 mL、10 mL、20 mL となった。

このことから濃度が低くなると縦方向の力に対し

ての強度は高くなると考えられる。 

 

図 3 崩れやすさ 

 

 

図 4 縦方向の強度 

 

V. 結論 

 

キチンを原材料とした 100％生分解性バイオプ

ラスチックを作ることは可能であることがわかっ

た。CH3COOH の濃度が高くなるとプラスチック

は横方向の力に対して強くなり、濃度が低くなる

と縦方向の力に対して強くなることがわかった。

このことから、しなりや柔らかさを求める際には

使用する CH3COOH の量を増やし、硬さや引っ張

る縦方向への強度を求める際にはCH3COOHの量

を減らすのが良いことが分かった。しかしながら、

従来の生分解性プラスチックと同様にプラスチッ

ク製品として利用するに十分な強度には達するこ

とが出来なかった。さらに高い強度のキチンプラ

スチックを製作するために今回の研究では行うこ

との出来かなったキチンの量を変化させる実験も

行いたい。 
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